
プロフィール

ブラッシング（歯みがき）
指導の取組

県のほぼ中央に位置する乱川扇状地に、約7千人の住民が住む。 
果樹園地帯であったが、北部公園も整備され住宅化が進んだ。 
地域の人々は教育に対する関心が高く、協力を惜しまない。

天童市立天童北部小学校は、昭和57年創立、児童数492人、学級数19学級、教職員
31名。「強くかしこく美しい北斗の子どもを育てる」を学校の教育目標に掲げ教育実
践に取り組んでいる。

会員377名、三役事業、総務部事業、広報委員会事業、学年事業のそれぞれの事業に
熱心に取り組んでおり、特に総務部の資源回収や各学年事業への参加率は高い。

地　域

学　校

ＰTＡ

山形県天童市立　天童北部小学校PTA4事例
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１

は
じ
め
に

「
早
寝　

早
起
き　

朝
ご
は
ん
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
き

ち
ん
と
し
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
確
立
し
て
、
そ
れ
を
毎
日
続
け

よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
全
国
規
模
で
の
広
が
り
の
も
と
に
展
開
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
き
ち
ん
と
し
た
生
活
習
慣
の
確
立
は
、
学
習

面
に
も
非
常
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、『
大
人
に
な
っ
た　

み
ん
な
へ
』
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
文
部
科
学
省
・「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
全
国
協
議
会
か
ら

配
布
さ
れ
た
。　

２

取
組
に
つ
い
て

（
１
）
問
題
意
識
（「
生
活
リ
ズ
ム
調
査
」
結
果
よ
り
）

　

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
指
導
の
た
め
に
、
保
健
室
で
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
「
生
活
リ
ズ
ム
調
査
」
の
結
果
を
み
る
と
、「
歯
み
が

き
」
の
結
果
が
良
い
と
は
言
え
な
い
。
虫
歯
の
割
合
も
高
か
っ
た
。

歯
み
が
き
の
習
慣
は
、
生
活
習
慣
上
、
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
な
ん

と
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
天
童
市
教
育

委
員
会
よ
り
、
平
成
二
十
年
度
「
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
モ
デ
ル
校
」
の
指

定
を
受
け
た
。

（
２
）
仮
説
の
設
定

　

次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
て
、
家
庭
と
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
。
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ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
保
護
者
に
伝
え
た
り

学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
上
手
な
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
の
し
か
た
を
教
え
た
り
す
れ
ば
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

に
対
す
る
保
護
者
と
子
ど
も
の
意
識
は
高
ま
り
、
歯
み
が
き
が

生
活
リ
ズ
ム
と
し
て
習
慣
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
学
校
全
体
の

虫
歯
率
が
下
が
る
で
あ
ろ
う
。

月日 対　象 誰　が 取り組みの具体的な内容
4/14�
�
�
�

２学年～�
６学年児童�
�
�

養護教諭�
�
�
�

校内テレビ放送で、上手なブラッシン
グのしかたを指導。その後、各学級で
は給食後に、音楽（福島市歯科医師会
制作『歯みがきサンバ』）に合わせブ
ラッシングを継続。

4/27
PTA総会

全保護者� PTA会長
養護教諭

プリントでブラッシングの大切さの説
明とアンケート調査への協力依頼。

6/12 全保護者 教頭 第1回アンケート調査実施。
6/24
�～
6/26

１学年
児童

養護教諭
各教室で上手なブラッシングのしかた
を模型を使って指導。その後、１年生
も給食後に、ブラッシングを継続。

7/18� ４学年�
児童�

歯科衛生士�
�

歯科校医「とがし歯科」からクラスに
一人ずつ歯科衛生士さんに来ていただ
き、１時間かけてブラッシング指導。

10/20 全保護者 教頭 第2回アンケート調査実施。

（
３
）
取
組
の
実
際

事例

歯科衛生士さんの専門的な指導



26

（
４
）
仮
説
の
中
間
検
証

　

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
比
較

●
回
収
率
：
第
一
回
七
十
七
％
→
第
二
回
八
十
五
％

●
各
項
目
の
人
数
：
第
一
回
→
第
二
回

● 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
述
欄
に
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
へ
の
対
応

◎
質
問
が
多
く
あ
っ
た
。

（
例
え
ば
：
仕
上
げ
磨
き
に
つ
い
て
）

　

→ 

歯
科
医
等
専
門
家
に
回
答
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
子
ど
も

に
話
し
た
り
、
お
た
よ
り
等
で
保
護
者
に
知
ら
せ
た
。

１�ブラッシング（歯みがき）
についてどう思っています
か。

　①�とても大切である�
（284人→310人）

　②�まあ大切である�
（6人→10人）

　③�あまり大切ではない�
（0人→0人）

　④�大切ではない�
（0人→0人）

３�家庭でお子さんは歯を磨き
ますか。

　①�磨く�
（234人→265人）

　②�ときどき磨く�
（45人→44人）

　③�あまり磨かない�
（9人→9人）

　④�磨かない�
（2人→2人）

４�お子さんの歯みがきの様子
（みがき方や歯ブラシなど）
を見ていますか。

　①�よく見ている�
（68人→64人）

　②�ときどき見ている�
（159人→189人）

　③�あまり見ていない�
（60人→64人）

　④�見ていない�
（3人→3人）

２�家庭でお子さんに歯を磨くよ
うに言いますか。

　①�よく言う�
（211人→233人）

　②�ときどき言う�
（60人→68人）

　③�あまり言わない�
（17人→15人）

　④�言わない�
（2人→4人）
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◎
『
家
庭
で
も
正
し
い
歯
磨
き
が
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト

（
絵
）
な
ど
で
説
明
が
し
て
あ
る
お
便
り
な
ど
が
ほ
し
い
。
洗
面
所

等
に
貼
っ
て
、
そ
れ
を
見
て
正
し
く
で
き
る
よ
う
に
。』
と
い
う
記

述
が
あ
っ
た
。

　

→ 

こ
れ
に
こ
た
え
て
、
夏
休
み
前
に
お
便
り
を
発
行
し
て
、
夏
休

み
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
一

つ
と
し
て
、
自
立
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮

し
た
。

３

中
間
検
証
に
つ
い
て
の
考
察�

　
　
　

�

（
成
果
と
課
題
）

　

○ 

保
護
者
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
対
す
る
意
識
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
無
記
名
で
実
施
）
回
答
用
紙
の
提
出
枚
数
に
表
れ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
第
一
回
調
査
の
回
収
枚
数
が
二
九
〇
枚
（
回
収
率

七
十
七
％
）、
第
二
回
調
査
で
は
三
七
六
枚
（
八
十
五
％
）
で

あ
り
、
回
収
率
が
八
％
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
一
つ
と
し
て
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
対
す
る

保
護
者
の
意
識
は
全
体
と
し
て
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
言
え

る
。
特
に
、
高
学
年
に
比
べ
低
学
年
の
保
護
者
か
ら
の
回
収
率

が
高
く
、
か
つ
記
述
欄
へ
の
記
入
が
多
く
あ
っ
た
。
子
ど
も
の

歯
み
が
き
に
対
す
る
高
い
意
識
を
感
じ
た
。

　

○ 

保
護
者
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を
よ
り
大
切
だ
と
認
識
し
、
家
庭
で
子
ど
も
に
歯
を
磨

く
よ
う
に
言
う
親
が
増
え
、
そ
の
結
果
、
家
庭
で
も
基
本
的
生

活
習
慣
の
一
つ
と
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
子
ど
も
が
増
え

て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

　

○ 

反
面
、
項
目
４
「
お
子
さ
ん
の
歯
み
が
き
の
様
子
(
み
が
き

方
や
ブ
ラ
シ
な
ど
)
を
見
て
い
ま
す
か
。」
で
は
、「
①
よ
く
見

て
い
る
」
の
人
数
が
減
り
、
逆
に
「
③
あ
ま
り
見
て
い
な
い
」

「
④
見
て
い
な
い
」
の
人
数
が
少
し
増
え
て
い
る
こ
と
が
気
に

な
っ
た
。「
家
庭
で
の
子
ど
も
た
ち
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
習
慣

化
さ
れ
て
き
た
結
果
、
親
が
あ
ま
り
見
な
く
て
も
よ
く
な
っ

た
。」
と
解
釈
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
こ
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
気
も
す
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て

こ
の
取
組
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

展
望

　

毎
朝
の
歯
み
が
き
の
大
切
さ
は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
あ

わ
た
だ
し
い
朝
の
時
間
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
目
配
り
が
行
き
渡

ら
ず
、
子
ど
も
任
せ
に
な
っ
て
い
る
家
庭
が
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
中
、
家
庭
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ

て
の
「
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
」
は
、
模
型
を
使
っ
て
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
指
導
や
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
な
ど
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
調
査
結
果
の
効
果
的
な
活
用
を
図
り
、
さ
ら
に
充

実
し
た
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

事例




